
2021 年 8 月 26 日 

 

森林塾青水 在宅講座 2021－5 

 

循環型プラットフォーム「LOOP」について  

      ～資源循環型社会への試みの紹介 

 

森林塾青水では、水源地域の環境資源(多様な生物相、自然の恵み）を持続的に利用・管理・保全する仕組み

づくりを活動目的としており、この中で自然から得られた産物の地域循環型利用を目指しています。 

では、私たちが日常の生活の中で、茅葺の家に住み、木製の道具を使い、木炭で煮炊きする、といった生活がで

きるかといえば、それは無理というもの。 

すでに手放せなくなっている現代の便利な生活を送りながらも、３R（ゴミをや CO2 を出さない＝Reduce、再利

用する＝Reuse、再生利用する＝Recicle）の実践など、少しでもこうした趣旨にそった、環境にやさしい生き方

をしていくというのが現実的な姿かと思います。 

 

今回のテーマは、この青水の直接の活動目的からは少し離れるのですが、青水の活動にご支援いただいている

イオン環境財団の母体であるイオン様が、商品容器の循環資料を促す LOOP というユニークな取り組みをしてお

られるのを知りましたので、いただいた資料を中心にご紹介いたします。（少しイオン様の宣伝になってしまい

ますが悪しからず。） 

前のオリンピック頃までは、牛乳などガラス瓶で配達され、ビールや酒は瓶入りが普通で、使用後は回収、再

利用されていました。さらに少し前にさかのぼると、鍋をもって豆腐を買いに行くなどという昭和の風景があり

ました。このシステムは、今のところ取り扱い店舗や商品は限られているので、直接の利用は困難ですが、その

趣旨を生かして無理のない範囲で自分なりに、エコバックの活用から一歩踏み出した行動をしていきたいと思う

次第です。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 
 



 

 



 

 

 

以上 文責 松澤 

 

 

 


